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特集　令和２年度　予算審査　P２～P７

ー委員会活動報告ー　　　　　
◦町に提言書ー総務経済常任委員会
◦陳情を審査ー厚生文教常任委員会



例
年
ど
お
り
の
白
熱
し
た
議
論

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
た
め
、
日

程
を
１
日
短
縮
し
て
開
催
し
た
新
年
度
予
算
の
審
査

で
し
た
が
、
事
業
の
展
望
や
財
政
状
況
な
ど
会
計
ご

と
に
細
か
い
質
疑
が
な
さ
れ
、
２
日
目
の
開
催
時
間

が
延
長
さ
れ
る
な
ど
、
十
分
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
一
括
討
論
を
経
て
、
賛
成
多
数
に
よ
り
原

案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
、
本
会
議
に

お
い
て
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

※
主
な
質
疑
・
討
論
は
４
ｐ
～
７
ｐ

予
算
決
算
特
別
委
員
会

令和２年度　予算審査
一般会計　５特別会計　３事業会計　予算関連議案６件　
を審査

国庫支出金
9億1,970万円　6.1%

各種交付金   4億7,054万円　3.1%

地方譲与税   3億1,660万円　2.1%
町債   29億5,420万円
19.6%

道支出金   13億6,390万円　9.1%

地方交付税
33億1,000万円
22.0%

地方交付税
33億1,000万円
22.0%

38.0%38.0%

62.0%62.0%

繰越金   5,000万円　0.3%

財産収入・寄附金・   
繰入金 
11億6,298万円　7.7%

諸収入　9億8,726万円
6.6%

負担金・使用料・手数料   4億2,958万円　2.8%

町税　31億525万円　20.6%

収入
（歳入）

自
主

財

源

依

存

財

源

その他   1億6,075万円　1.1%

消防費   5億8,799万円　3.9%

商工費   6億3,000万円　4.2%

公債費   7億9,963万円　5.3%

災害復旧費   0万円　0%

土木費
12億3,904万円

8.2%

土木費
12億3,904万円

8.2%

教育費　11億8,904万円　7.9%教育費　11億8,904万円　7.9%

農林産業費
29億8,569万円
19.8%

農林産業費
29億8,569万円
19.8%

職員費
15億8,027万円
10.5%

職員費
15億8,027万円
10.5%

総務費
23億1,840万円
15.4%

総務費
23億1,840万円
15.4%

衛生費
12億5,548万円

8.3%

衛生費
12億5,548万円

8.3%

民生費
23億2,371万円
15.4%

民生費
23億2,371万円
15.4%

支出
（歳出）

特集
一般会計の総額　１５０億７,０００万円

全９会計の歳出総額 242億9,759万５千円
令和２年度 令和元年度 増減額

総　額 150億7,000万円 118億5,300万円 32億1,700万円

農林産業費 29億8,569万円 12億6,061万円 17億2,508万円
民 生 費 23億2,371万円 22億3,709万円 8,662万円
総 務 費 23億1,840万円 11億6,392万円 11億5,448万円
職 員 費 15億8,027万円 14億7,328万円 1億699万円
衛 生 費 12億5,548万円 12億6,517万円 －969万円
土 木 費 12億3,904万円 11億8,041万円 5,863万円
教 育 費 11億8,904万円 12億5,539万円 －6,635万円
公 債 費 7億9,963万円 8億615万円 －652万円
商 工 費 6億3,000万円 6億1,241万円 1,759万円
消 防 費 5億8,799万円 4億7,568万円 1億1,231万円
そ の 他 1億6,075万円 1億1,840万円 4,235万円
災害復旧費 0万円 449万円 －449万円

令和２年度 令和元年度 増減額

総　額 150億7,000万円 118億5,300万円 32億1,700万円

町 税 31億525万円 29億6,374万円 1億4,151万円
諸 収 入 9億8,726万円 5億1,438万円 4億7,288万円
負担金・使用料・手数料 4億2,958万円 4億5,457万円 －2,499万円
繰 越 金 5,000万円 5,000万円 0万円
財産収入・寄附金・繰入金 11億6,298万円 6億6,265万円 5億33万円
地 方 交 付 税 33億1,000万円 32億6,000万円 5,000万円
道 支 出 金 13億6,390万円 8億6,963万円 4億9,427万円
町 債 29億5,420万円 14億9,200万円 14億6,220万円
国 庫 支 出 金 9億1,970万円 8億99万円 1億1,871万円
各 種 交 付 金 4億7,054万円 4億7,805万円 －751万円
地 方 譲 与 税 3億1,660万円 3億700万円 960万円

ごみ処理や病気予防などに

67,376円
（67,634円）

借入金返済に

42,912円
（43,096円）

高齢者や児童の福祉などに

124,703円
（119,592円）

情報化推進・役場庁舎建設

124,417円
（62,222円）

河川・道路・公園の整備などに

66,494円
（63,103円）

産業振興などに

194,037円
（100,129円）

学校・公民館・体育館
などに

63,810円
（67,112円）

消防・救急活動などに

31,555円
（25,429円）

職員費に

84,806円
（78,760円）

その他に

8,627円
（6,330円）

災害復旧などに

0円
（240円）

町民１人当たりの支出　　808,737円（633,647円）
町民１人当たりの貯金　約144,000円（171,000円）
町民１人当たりの借金　約696,000円（552,000円）

※令和２年２月28日現在の人
　口18,634人で算出。
※（　）内の数字は令和元年度
　予算の額

特別会計

会計名 令和２年度 令和元年度

国民健康保険 22億3,487万円 22億1,302万円

後期高齢者医療 2億8,782万円 2億7,872万円

介 護 保 険 19億6,603万円 18億9,922万円

地域開発事業 3,387万円 4億3,301万円

簡 易 水 道 3億2,123万円 1億1,083万円

会計名 令和２年度 令和元年度

一 般 会 計 150億7,000万円 118億5,300万円

事業会計

会計名 令和２年度 令和元年度

下 水 道 7億6,887万円 （特別会計）

上 水 道 5億2,786万円 5億1,369万円

公立芽室病院 22億5,993万円 23億1,868万円

※事業会計は収益的収支を掲載しています。
※公共下水道特別会計・集落排水特別会計は下水道事
業会計となりました。

特
集　

令
和
２
年
度　

予
算
審
査

（参考）
Ｈ31　14時間44分
Ｈ30　12時間31分

実質審査時間
11時間13分

（参考）
Ｈ31　218

質 疑 数　196

〔一般会計を町民１人当たりにすると…〕

一般会計の総額は過去最高額!!

３
月
10
日（
火
）９
：
30
～
16
：
55

３
月
11
日（
水
）９
：
30
～
17
：
35

３
月
12
日（
木
）９
：
30
～
９
：
55（
討
論
・
採
決
）

次
の
ペ
ー
ジ
は「
令
和
２
年
度　

予
算（
質
疑
と
答
弁
）」
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土　木　費
質疑�　公共サインに関する事業
は継続しないのか。

答弁�　駅周辺の案内サインなど、
外国語表記も検討しており、
一度整理したい。

� （建設都市整備課長）

次
の
ペ
ー
ジ
は「
令
和
２
年
度　

予
算（
討
論
）」

農林産業費
質疑　防風林の調査結果の今後の活用手法は。
� （梶澤委員）
答弁�　防風林が必要との認識のもと、河北地区を
モデルに実施し、科学的根拠をもって町全体
の整備計画に繋げていきたい。�（農林課長）

質疑�　食農教育に関する教育委員会、圃場及び管
理、指導協力の調整等。

� （梶澤委員・黒田委員）
答弁�　教育活動として行うための協議をし、これ
まで同様に圃場管理は地域に依頼し、指導は
指導農業士会にお願いしている。今後のグレ
ードアップのため、農業者の協力が得られる
よう働きかけたい。� （町長・農林課長）

公立芽室病院事業会計
質疑�　今後どのような病院のあり方を目標として
いくのか。� （正村委員）

答弁�　高齢化社会に向け、地域包括を中心に、か
かりつけ病院の機能を充実させる。

� （病院事務長）

共 通 事 項
質疑�　職員が10年間で30人程度
増えたが、超勤の増加も想
定した予算計上か。

答弁�　災害、子育て支援等新た
な業務や、前倒し採用の考
えもある。他の同規模自治
体との比較では、平均値よ
り10人程度少ない人数で運
営しており、超勤は給与総
額の６％としている。� （総務課長）

西尾一則　委員

歳 入 全 般
質疑�　起債の増加は将来への負
担増加。共通認識を持って
事業の取捨選択、自助・共
助・公助を徹底すべき。

答弁�　どこかで大鉈を振るう場
面もあると考え最小の経費
で最大の効果が得られるよ
う進める。� （副町長）

質疑�　継続予定の花火大会は様々
な団体の若手が実行委員に
なっている。子どもたちの
ため、ふるさと納税の中か
ら支援する考えはないか。

答弁�　町の補助金や職員が入る
ことが、逆に障壁になると
の意見交換があった。団体
からの支援要請がない中で
判断はできず、花火大会に町が支援するとい
う意思決定がなければ予算計上できない。

� （副町長）

広瀬重雄　委員

橋本和仁　委員

衛　生　費
質疑�　高校生まで無料とする自
治体もあるが、ＰＴＡから
も要望があるインフルエン
ザワクチンの助成拡大は検
討しないのか。

答弁�　十勝管内の情勢も考慮し
ながら検討していく。

� （子育て支援課長）

質疑�　感染症対策のマスクがな
い。

答弁�　国としての配布は始まり、
施設への配布方針も出てい
る。町としては、対策本部
の中で、災害備蓄用マスク
を公共施設に配布している。
� （副町長）

堀切　忠　委員

寺町平一　委員

教　育　費
質疑�　中学制服で臨む小学校の
卒業式までに入学準備金は
不足なく支給されているか。
学校間で２倍程度の差があ
る。現在の保護者の意見な
ども聴くべきではないか。

答弁�　２月末に６万円が支給さ
れる。標準服ではない学校
は若干不足している。制服
の選定当時は保護者も含めて進められた経緯
がある。差が今後も大きくなるかを注視しな
がら、ＰＴＡと今後のあり方も話し合ってい
きたい。� （学校教育課長・学校教育係長）

質疑�　ＧＩＧＡスクール構想の
実現に向けた方向性をどう
考えているか。

答弁�　パソコン教室のパソコン
を更新していく。小学校は
タブレット化に向けて協議
中。ＧＩＧＡスクール構想
に関しては、ネットワーク
環境の整備を計画し、令和
５年までにパソコンを整備する計画。ソフト
面も進める。�（学校教育課長・学校教育係長）

質疑�　ジモト大学は、大人・高
齢者が持つ経験などを子ど
もに伝えることが大切。コ
ミュニティ・スクールと有
機的に結び付けていくのか。
また対象は。

答弁�　芽室高校・白樺高校を対
象に、コミュニティ・スク
ールは学校単位で、ジモト
大学は小さな集団で展開し、芽室町版の学習
の仕方として確立させたい。�（社会教育課長）

渡辺洋一郎委員

梶澤幸治　委員

中村和宏　委員

令和２年度予算
予算決算特別委員会

質疑と答弁
柴田正博委員長

常通直人　委員

消　防　費
質疑�　防災備蓄品の検討には、
液体ミルクなど女性の視点
を取り入れてはどうか。

答弁�　防災マスターには女性も
おり、意見交換を行いなが
ら液体ミルクの必要性など
検討していく。

� （総務課参事） 中田智惠子委員

商　工　費
質疑�　新型コロナにより町内経
済が疲弊している。運転資
金等国の制度を待っていて
は遅いのではないか。

答弁�　影響は把握しており、対
応策を検討している。議会
最終日に向けて平時と切り
分けた考え方、スピード感
で融資制度改正を目指して
いる。災害同様の考え方で進めていく。

� （町長・副町長）

質疑�　消費税増税等の明確な理由がないが、プレ
ミアム商品券事業をなぜ行うか。本当の意味
で商店の活性化につながるのか。

� （渡辺委員・正村委員）
答弁�　昨年の実施結果では、９割の事業主からプ
レミアム商品券のおかげで影響を受けなかっ
たとの回答を得ている。セット価格を低額に
し、多くの方に購入いただき購買力を維持し
たい。地域経済の疲弊が進んでおり、さまざ
まな手法をもって進める中の一つの事業とし
たい。� （町長・商工観光課長）

質疑�　芽室町版ハローワークの登録企業を増やす
取組み、地域おこし協力隊の任務期間満了後
の考え方は。� （広瀬委員・正村委員）

答弁�　職員も含めて企業への周知活動を行ってい
る。さまざまな手法により事業継続する。

� （商工観光課長）

鈴木健充　委員

総　務　費
質疑�　会計年度任用職員は、ど
のような考え方で振り分け
たか。本町がパートタイム
を基本とした理由と時間。

答弁�　各課とのヒアリングで実
態把握、職の振り分け、弁
護士を含めた法的課題の助
言、総務課による中期財政
計画等に基づく精査を実施。
仕事の質・量等を勘案したもの。１日７時間
を基本とする。� （総務課長・補佐）

質疑�　企業版ふるさと納税は想
定しないのか。

答弁�　当初予算には含まれてい
ないが、国の認定を受ける
整理ができた段階で実施す
る考え。�（企画財政課長）

質疑�　ファシリテーター養成の
対象と目的、受講者が活躍
できる仕組みは。

答弁�　シティープロモーション
推進のため、町民に対話技
術を身につけてもらう。町
民活動支援センター等と協
議していく。

� （企画財政課長） 立川美穂　委員

黒田栄継　委員

正村紀美子委員

※早苗豊議長は委員会に加わりません
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渡辺洋一郎委員立川美穂委員

　

３
点
に
お
い
て
、
反
対
理
由
を

述
べ
る
。

　

第
１
に
、
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
。
国
民
皆
保
険
制
度
の
重
要

な
柱
で
あ
る
が
、
低
所
得
者
や
高

齢
者
が
多
い
と
い
う
構
造
的
な
課

題
か
ら
、
他
の
医
療
保
険
制
度
に

比
べ
て
大
変
重
い
負
担
の
制
度
と

な
っ
て
い
る
。
国
に
対
し
て
公
費

負
担
を
求
め
、
一
般
会
計
か
ら
の

繰
り
入
れ
で
保
険
税
の
引
き
下
げ

を
行
う
べ
き
。

　

第
２
に
、
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
。
被
保
険
者
で
あ
る
75
歳

以
上
の
高
齢
者
の
多
く
は
年
金
生

活
者
で
あ
り
、
年
金
支
給
額
減
額

の
中
で
の
保
険
料
負
担
増
は
、
生

活
の
質
の
低
下
に
直
結
す
る
も
の

で
あ
る
。

　

第
３
に
、
介
護
保
険
特
別
会
計
。

制
度
改
正
の
た
び
に
サ
ー
ビ
ス
利

用
が
負
担
増
と
な
り
、
利
用
で
き

る
介
護
度
区
分
が
狭
め
ら
れ
、
介

護
離
職
が
社
会
問
題
に
な
る
な
ど
、

制
度
開
始
時
の
理
念
か
ら
逆
行
し

　

全
て
の
予
算
案
、
及
び
予
算
関

連
議
案
に
対
し
賛
成
す
る
。

　

町
税
は
昨
年
度
よ
り
微
増
と
し

て
計
上
し
て
い
る
が
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
策
に

よ
る
全
国
的
な
自
粛
ム
ー
ド
が
今

後
、
本
町
の
産
業
、
経
済
に
ど
の

よ
う
に
影
響
す
る
か
予
測
で
き
ず
、

財
政
状
況
の
先
行
き
は
安
心
で
き

る
も
の
で
は
な
い
が
、
今
回
提
案

さ
れ
た
各
事
業
実
施
に
よ
っ
て
、

第
５
期
総
合
計
画
の
中
で
描
か
れ

る
、
本
町
の
未
来
予
想
図
を
実
現

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

雇
用
者
向
け
の
住
宅
整
備
事
業

や
、
障
が
い
者
が
仕
事
を
持
ち
、

自
立
し
た
生
活
を
送
る
た
め
の
挑

戦
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
人
員
配
置
と

生
活
体
験
住
宅
整
備
事
業
に
よ
り
、

多
く
の
方
が
本
町
を
定
住
先
に
選

び
、
長
く
定
着
す
る
こ
と
を
期
待

す
る
。
ま
た
、
町
民
を
対
象
に
し

た
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
養
成
講
座

に
よ
っ
て
、
今
後
あ
ら
ゆ
る
場
面

に
お
い
て
、
町
民
が
主
体
的
に
話

て
い
る
。
介
護
保
険
料
は
こ
の
10

年
で
１
．６
倍
と
な
り
、
道
内
で

も
18
番
目
に
高
い
保
険
料
。
こ
れ

以
上
の
利
用
者
負
担
増
は
介
護
行

政
の
後
退
で
あ
る
。

　

以
上
が
反
対
理
由
で
あ
る
が
、

一
般
会
計
に
お
い
て
は
、
農
業
を

核
と
し
た
産
業
の
振
興
、
子
ど
も

医
療
費
給
付
事
業
の
継
続
や
、
学

校
給
食
費
の
一
部
補
助
の
実
施
な

ど
、
子
育
て
環
境
の
充
実
を
図
る

予
算
と
な
っ
て
お
り
、
公
立
芽
室

病
院
の
資
金
不
足
解
消
を
目
指
し

た
予
算
措
置
、
障
が
い
者
用
生
活

体
験
住
宅
の
整
備
、
芽
室
町
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
の
本
格
的
な
運
用
、
雇

用
促
進
住
宅
の
整
備
な
ど
、
住
民

の
切
実
な
願
い
に
応
え
た
点
に
つ

い
て
は
大
変
評
価
し
て
い
る
。
た

だ
し
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
販

売
に
つ
い
て
は
、
前
回
の
検
証
も

な
い
ま
ま
の
実
施
に
は
大
変
疑
問

が
残
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
の

あ
り
方
の
し
っ
か
り
し
た
検
証
作

業
を
行
い
、
事
業
目
的
を
明
確
に

す
る
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

　

町
行
政
は
、
住
民
に
と
っ
て
最

も
身
近
で
頼
り
に
な
る
存
在
と
し

て
役
割
を
果
た
し
、
さ
ら
に
今
後

も
対
話
を
重
視
し
た
町
政
執
行
に

取
り
組
む
こ
と
を
期
待
す
る
。

し
合
い
の
場
を
開
き
、
対
話
で
地

域
課
題
を
解
決
す
る
文
化
が
醸
成

さ
れ
、
中
高
生
を
対
象
に
し
た「
仮

称
芽
室
町
ジ
モ
ト
大
学
事
業
」は
、

次
世
代
の
担
い
手
と
な
る
子
ど
も

た
ち
が
地
域
の
大
人
と
の
関
わ
り

を
持
ち
、
広
い
視
野
と
深
い
探
求

心
を
養
い
、
地
域
課
題
を
解
決
で

き
る
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
ペ
ア
レ
ン
ト
メ
ン
タ
ー
活

動
へ
の
報
酬
支
給
や
、
育
児
サ
ポ

ー
ト
シ
ス
テ
ム
援
助
会
員
が
家
庭

支
援
員
と
し
て
活
動
で
き
る
新
し

い
子
育
て
支
援
事
業
な
ど
、
住
民

同
士
が
支
え
合
う
仕
組
が
構
築
さ

れ
意
義
が
あ
る
。
今
後
推
進
さ
れ

て
い
く
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想

を
進
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
現
在
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
に
学
校
に
行
け
な
い

子
ど
も
た
ち
が
、
非
常
時
に
お
い

て
も
学
び
を
止
め
ず
に
済
む
方
策

に
つ
い
て
も
課
題
に
加
え
、
検
討

さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。

　

経
済
の
域
内
循
環
、
中
心
市
街

地
の
活
性
化
、
公
立
芽
室
病
院
の

改
革
な
ど
道
半
ば
の
取
組
み
や
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
な
ど
の
課
題
も

あ
る
が
、
引
き
続
き
、
多
様
性
が

尊
重
さ
れ
、
住
民
に
寄
り
添
っ
た

町
行
政
、
教
育
行
政
が
執
り
進
め

ら
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
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町
の
姿
勢
に
賛
成
で
き
な
い
こ

と
か
ら
反
対
す
る
。

　

法
改
正
で
４
月
１
日
か
ら
施
行

さ
れ
る
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制

度
に
つ
い
て
、
一
定
の
処
遇
改
善

は
図
ら
れ
た
。
し
か
し
正
規
職
員

が
３
１
７
人
、
会
計
年
度
任
用
職

員
が
３
１
６
人
と
50
％
が
非
正
規

職
員
で
あ
る
。
地
方
自
治
体
は
住

民
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
が

目
的
で
あ
り
、
住
民
全
体
の
利
益

の
た
め
に
働
く
公
務
員
は
、「
任
期

の
定
め
の
な
い
常
勤
職
員
を
中
心

と
す
る
公
務
運
営
の
原
則
」が
基

本
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
昨
年

よ
り
も
悪
化
し
て
い
る
。
行
政
コ

ス
ト
削
減
を
理
由
に
住
民
自
治
を

担
う
公
務
員
が
会
計
年
度
任
用
職

員
や
民
間
事
業
者
に
置
き
換
え
ら

れ
る
こ
と
が
本
当
に
住
民
の
た
め

か
、
個
人
情
報
は
守
ら
れ
る
の
か
、

法
の
趣
旨
か
ら
逸
脱
し
な
い
か
な

ど
議
論
が
必
要
で
あ
る
。

　

財
政
に
つ
い
て
。
起
債
残
高（
借

金
）は
１
７
９
億
円
に
膨
れ
、
役

　

全
て
の
予
算
案
、
及
び
予
算
関

連
議
案
に
対
し
賛
成
す
る
。

　

役
場
庁
舎
建
設
関
連
約
18
億
円
、

哺
育
育
成
施
設
建
設
約
15
億
円
と
、

特
殊
要
因
を
除
い
て
も
７
年
連
続

で
１
０
０
億
円
を
越
え
る
予
算
規

模
で
あ
り
、
特
別
会
計
・
事
業
会

計
を
合
わ
せ
た
歳
出
総
額
は
、
前

年
度
対
比
16
．１
％
増
の
２
４
２

億
円
を
超
え
、
こ
れ
ま
で
に
な
い

大
型
予
算
で
あ
る
。こ
れ
は
町
や
住

民
の
課
題
解
決
を
第
一
に
考
え
た
、

第
５
期
芽
室
町
総
合
計
画
の
２
年

目
に
則
し
た
予
算
編
成
で
あ
る
。

　

食
農
教
育
の
推
進
や
雇
用
促
進

住
宅
等
の
整
備
、
学
校
給
食
費
の

一
部
支
援
や
ジ
モ
ト
大
学
の
推
進
、

中
学
生
ま
で
の
医
療
費
完
全
無
料

化
、
障
が
い
者
の
生
活
体
験
住
宅

整
備
、
農
村
部
に
お
け
る
高
齢
者

の
公
共
交
通
確
保
対
策
、
定
住
対

策
、
交
流
人
口
対
策
、
災
害
告
知

用
個
別
端
末
の
希
望
世
帯
全
戸
配

布
、
防
災
倉
庫
建
設
な
ど
、
踏
み

込
ん
だ
改
正
を
し
な
が
ら
、
事
業

場
庁
舎
建
設
な
ど
の
特
殊
要
因
は

あ
る
が
、
財
源
確
保
の
た
め
に
減

債
基
金
を
２
億
４
千
万
円
取
り
崩

し
た
。
地
方
債
の
返
済
を
計
画
的

に
行
う
た
め
の
減
債
基
金
ま
で
取

り
崩
さ
な
け
れ
ば
予
算
が
組
め
な

い
財
政
状
況
が
健
全
と
言
え
る
の

か
、
は
な
は
だ
疑
問
。
基
金
全
体

も
減
少
し
、
経
常
収
支
比
率
は

85
．
9
％
と
財
政
の
硬
直
化
が
益
々

進
ん
で
い
る
。
歳
入
に
見
合
っ
た

歳
出
構
造
へ
の
転
換
を
進
め
、
次

世
代
を
見
据
え
た
持
続
可
能
な
自

治
体
経
営
を
行
う
べ
き
。

　

令
和
２
年
度
予
算
編
成
方
針
に

お
い
て「
起
債
償
還
額
や
起
債
残

高
は
増
加
傾
向
に
あ
り
、
財
政
の

硬
直
化
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
況

が
続
く
」と
し
、「
事
業
の
厳
選
と

行
財
政
改
革
」を
職
員
に
求
め
て

い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
将
来
負
担

を
増
加
さ
せ
た
総
花
的
な
予
算
編

成
で
あ
る
。
新
規
事
業
の
プ
レ
ミ

ア
ム
商
品
券
販
売
事
業
補
助
金
は
、

こ
れ
ま
で
ど
れ
ほ
ど
地
元
商
店
街

の
消
費
喚
起
を
も
た
ら
し
た
か
と

い
う
客
観
的
な
検
証
が
な
い
。
購

入
で
き
る
ゆ
と
り
の
あ
る
人
ば
か

り
で
は
な
く
公
平
性
を
欠
く
事
業

で
あ
る
。
こ
う
し
た
補
助
金
を
毎

年
支
出
す
る
政
策
は
認
め
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。

を
継
続
し
予
算
計
上
し
た
事
務
事

業
は
多
岐
に
わ
た
り
、
昨
年
ま
で

の
課
題
を
解
決
す
る
と
の
姿
勢
が

伺
え
る
。

　

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
販
売
事
業

は
、
消
費
税
増
税
に
際
し
、
本
町

の
消
費
の
落
ち
込
み
が
一
定
程
度

避
け
ら
れ
た
こ
と
は
答
弁
か
ら
も

明
ら
か
。
家
計
の
負
担
緩
和
、
地

域
経
済
循
環
の
下
支
え
と
な
る
。

事
業
の
継
続
実
施
で
商
業
者
・
消

費
者
へ
の
理
解
度
、
認
知
度
が
上

が
り
事
業
効
果
も
向
上
す
る
。
今

般
の
感
染
症
対
策
も
踏
ま
え
商
業

者
に
も
消
費
者
に
も
効
果
的
な
施

策
で
あ
り
、
ス
ピ
ー
ド
感
と
タ
イ

ミ
ン
グ
を
見
極
め
、
早
期
に
取
り

組
む
べ
き
と
考
え
る
。

　

今
後
も
住
民
参
加
は
ス
タ
ン
ダ

ー
ト
で
あ
り
、「
対
話
・
信
頼
・
行

動
」で
町
民
と
の「
チ
ー
ム
め
む
ろ
」

を
意
識
し
、
町
政
執
行
方
針
・
教

育
行
政
執
行
方
針
に
基
づ
き
、
自

然
災
害
や
感
染
症
対
策
等
イ
レ
ギ

ュ
ラ
ー
な
場
面
で
も
、
町
民
が
迷

う
こ
と
な
く
安
心
・
安
全
に
暮
ら

せ
る
よ
う
、
臨
機
応
変
に
柔
軟
な

対
応
を
取
る
と
共
に
、
町
民
・
町

長
・
職
員
・
議
会
が
一
丸
と
な
れ

る
よ
う
、
よ
り
協
働
に
よ
る「
輝

き
続
け
る
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く

り
」を
進
め
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

私は賛成 私は反対令和２年度　予　算　討　論

次
の
ペ
ー
ジ
は「
３
月
定
例
会
議
」「
３
月
補
正
予
算
」「
委
員
会
活
動
報
告
」
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令
和
２
年
度
予
算
及
び
関
連
議
案
15
件
を

賛
成
多
数
で
可
決

そ
の
他
の
議
案
も
原
案
ど
お
り
可
決

３月
定例会議

行
政
報
告

次
の
ペ
ー
ジ
は
「
審
議
し
た
議
案
と
各
議
員
の
賛
否
」「
議
会
白
書
」

予
算
決
算
特
別
委
員
会
へ

付
託
し
即
日
審
査

令
和
元
年
度
一
般
会
計
の
総
額
は

１
４
４
億
２
，４
１
７
万
９
千
円
に

３月
補正予算

第
９
回　

３
月
25
日（
水
）

芽
室
小
学
校
体
育
館
等
改
修

工
事
に
つ
い
て
　
他

　

工
事
入
札
の
た
め
指
名
し
た
５

者
全
て
か
ら
辞
退
届
が
出
さ
れ
不

調
と
な
り
、
議
会
最
終
日
に
提
案

予
定
の
契
約
に
関
す
る
議
案
が
取

り
下
げ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
今
後

の
実
施
予
定
や
工
法
変
更
に
つ
い

て
関
係
課
か
ら
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

質
疑
に
対
し
、「
芽
小
の
学
習
発

表
会
前
ま
で
に
所
期
の
目
的
を
達

成
し
つ
つ
、
完
成
さ
せ
る
た
め
に

は
ど
う
す
べ
き
か
と
い
う
視
点
で

設
計
の
変
更
を
行
っ
た
」、「
同
一

事
業
者
の
指
名
に
よ
り
設
計
書
の

閲
覧
期
間
短
縮
が
可
能
」、「
今
後

も
不
調
が
無
く
な
る
と
は
言
え
な

い
状
況
で
あ
り
、
事
前
に
協
議
で

き
る
も
の
で
も
な
く
、
都
度
出
た

結
果
に
基
づ
い
て
最
善
の
解
決
策

を
考
え
て
い
く
」な
ど
の
答
弁
が

あ
り
ま
し
た
。

　

再
度
入
札
を
実
施
し
、
契
約
に

関
す
る
議
案
と
し
て
臨
時
会
議
で

の
提
案
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

３
日
の
本
会
議
で
付
託
を
受
け

た
陳
情
２
件
の
審
査
を
行
い
ま
し

た
。

　

こ
の
う
ち
、「
厚
生
労
働
省
に
よ

る「
地
域
医
療
構
想
」推
進
の
た
め

の
公
立
・
公
的
病
院
の「
再
編
・

統
合
」に
抗
議
し
、
地
域
医
療
の

拡
充
を
求
め
る
意
見
書
」の
提
出

を
求
め
る
陳
情
に
つ
い
て
は
、
公

立
芽
室
病
院
職
員
か
ら
状
況
を
聞

取
り
し
、
陳
情
者
か
ら
文
書
説
明

を
受
け
る
な
ど
慎
重
に
審
査
を
行

い
、「
採
択
す
べ
き
も
の
」と
決
定
し
、

意
見
書
を
本
会
議
最
終
日
に
提
案

し
、
議
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、「
新
中
間
処
理
施
設
の
建

設
に
つ
い
て
住
民
の
声
を
十
分
に

聞
く
こ
と
を
求
め
る
陳
情
」は
、

陳
情
者
を
参
考
人
と
し
て
意
見
聴

取
を
実
施
し
ま
し
た
が
、
基
本
構

想
の
策
定
が
延
期
さ
れ
る
な
ど
、

陳
情
の
趣
旨
が
達
成
さ
れ
た
と
し

て
、
３
月
10
日
に
取
下
げ
の
申
し

出
が
あ
り
、
本
会
議
最
終
日
に
取

下
げ
が
許
可
さ
れ
ま
し
た
。

陳
情
を
審
査

町
に
提
言
書
を
提
出

合
同
委
員
会

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

３月 の委員会活動報告

飲
食
店
応
援
ク
ー
ポ
ン
券
・
商
品
券

販
売
事
業
に
対
す
る
提
言
書

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
に
よ
り
、
町
内
の
消
費
が
冷
え

込
む
中
、
特
に
売
り
上
げ
の
減
少
が

著
し
い
飲
食
業
を
営
む
事
業
者
を
支

援
す
る
た
め
、
飲
食
店
の
み
使
用
で

き
る
限
定
ク
ー
ポ
ン
の
配
布
、
及
び
、

限
定
商
品
券
の
発
行
に
よ
り
飲
食
業

の
経
営
基
盤
の
安
定
化
を
図
る
案
が

示
さ
れ
た
。

　

調
査
後
の
委
員
間
討
議
に
お
い
て

は
、
次
の
点
が
課
題
と
し
て
挙
げ
ら

れ
た
。

①�

今
が
厳
し
い
時
期
で
あ
り
、
国
や

北
海
道
の
状
況
を
待
つ
の
で
は
な

く
町
の
方
針
と
し
て
進
め
る
べ
き

で
あ
る
こ
と

②�

宿
泊
事
業
者
も
厳
し
い
状
況
に
あ

る
。
参
加
の
意
思
は
事
業
者
が
判

断
す
る
も
の
で
あ
り
、
対
象
と
し

て
拡
大
し
て
も
問
題
が
生
じ
る
も

の
で
は
な
い
こ
と

③�

現
在
の
状
況
が
い
つ
ま
で
続
く
か

見
通
せ
な
い
中
、
早
期
に
支
援
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と

　

今
回
説
明
が
あ
っ
た
事
業
の
内
容

に
つ
い
て
は
理
解
で
き
る
も
の
で
あ

る
が
、
支
援
を
開
始
す
る
時
期
に
つ

い
て
の
見
通
し
に
つ
い
て
は
明
確
な

説
明
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
総
務

経
済
常
任
委
員
会
と
し
て
、
次
の
通

り
提
言
す
る
。

１�

．
ク
ー
ポ
ン
の
配
布
は
早
期
に
実

施
す
る
こ
と
。

２�

．
ク
ー
ポ
ン
の
参
加
対
象
と
し
て

宿
泊
事
業
者
も
含
め
る
こ
と
。

３�

．
商
品
券
の
準
備
は
ク
ー
ポ
ン
の

準
備
と
並
行
し
て
進
め
、
十
分
な

事
業
効
果
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
時

期
を
逸
す
る
こ
と
な
く
販
売
を
開

始
す
る
こ
と
。

第
20
回　

３
月
３
日（
火
）

第
21
回　

３
月
６
日（
金
）

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
関
連
し
、町
内
中
小
企
業
の
経
営

安
定
化
対
策
や
飲
食
業
支
援
策
が

商
工
観
光
課
か
ら
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

委
員
の
質
疑
、
そ
の
後
の
自
由

討
議
を
経
て
、
対
策
の
内
容
は
理

解
で
き
る
も
の
の
、
適
期
実
施
な

ど
の
観
点
か
ら
、
提
言
書
を
提
出

す
べ
き
と
の
結
論
に
達
し
、
即
日

提
言
を
ま
と
め
、
町
長
に
手
交
し

ま
し
た
。

総
務
経
済
常
任
委
員
会

第
22
回　

３
月
17
日（
火
）

一般会計補正予算（歳出）
項目 補正額 補正後の額

議 会 費 －186万5千円 8,633万1千円

総 務 費 －7,263万3千円 13億2,554万円

民 生 費 －2,941万円 24億3,037万6千円

衛 生 費 －3,867万3千円 14億3,160万円

農林産業費 －3億1,435万7千円 28億6,606万9千円

商 工 費 2,261万1千円 6億5,693万3千円

土 木 費 －1,812万3千円 12億146万6千円

消 防 費 －573万9千円 4億6,675万5千円

教 育 費 －5,436万7千円 15億7,259万6千円

公 債 費 －3万3千円 8億239万4千円

諸 支出金 0千円 302万2千円

職 員 費 －1,704万5千円 14億8,931万2千円

予 備 費 504万4千円 8,729万8千円

災害復旧費 0千円 448万7千円

合 計 －5億2,459万円 144億2,417万9千円

特別会計、事業会計補正予算（歳出）
項目 補正額 補正後の額

国民健康保険
特 別 会 計 4,878万9千円 23億4,467万6千円

後期高齢者医療
特 別 会 計 422万8千円 2億8,222万8千円

介 護 保 険
特 別 会 計 －3,232万1千円 19億1,416万3千円

地域開発事業
特 別 会 計 －265万4千円 4億9,681万7千円

簡 易 水 道
特 別 会 計 －326万6千円 1億670万4千円

上 水 道
事 業 会 計 1,170万9千円 5億2,540万1千円

公立芽室病院
事 業 会 計 －6,625万4千円 20億9,936万4千円

　予算決算特別委員会に付託された令和元年

度補正予算は、質疑・討論を経て採決を行い、

全会一致で「原案のとおり可決すべきもの」と
決定し、その後の本会議で可決されました。

　

３
月
25
日
に
再
開
し
た
３
月

定
例
会
議
最
終
日
は
、
予
算
決

算
特
別
委
員
会
に
付
託
し
て
い

た
令
和
２
年
度
予
算
及
び
関
連

議
案
15
件
、
及
び
契
約
締
結
１

件
、
条
例
改
正
２
件
、
令
和
元

年
度
補
正
予
算
８
件
を
原
案
ど

お
り
可
決
し
、
行
政
報
告
４
件
、

報
告（
専
決
処
分
）１
件
を
受
理

し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
陳
情
１
件
の
取
り
下

げ
を
許
可
し
、「
地
域
医
療
構
想

の
進
め
方
に
つ
い
て
地
域
の
実

情
や
意
向
を
十
分
尊
重
し
、
地

域
医
療
の
拡
充
を
求
め
る
意
見

書
」を
可
決
し
て
会
議
を
閉
じ

ま
し
た
。

●�

特
別
職
の
給
与
に
関
す
る
条

例
中
一
部
改
正
の
件

反
対
討
論
／
正
村
紀
美
子
議
員

　

裁
判
は
進
行
中
で
あ
り
、
判

決
も
ま
だ
確
定
し
て
い
な
い
状

況
の
中
、
特
別
職
の
自
己
罰
が

提
案
さ
れ
る
こ
と
は
時
期
尚
早

で
あ
る
。
病
院
改
革
は
計
画
に

基
づ
き
粛
々
と
進
め
ら
れ
る
べ

き
で
あ
り
、
特
別
職
の
自
己
罰

と
は
別
に
考
え
る
べ
き
。
元
診

療
部
長
の
犯
し
た
行
為
と
そ
の

責
任
に
つ
い
て
決
着
さ
せ
る
の

で
あ
れ
ば
、
元
診
療
部
長
を
管

理
監
督
し
て
い
た
元
病
院
長
の

責
任
も
同
時
に
提
案
さ
れ
る
べ

き
で
あ
る
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
関
し
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
広
報
誌
、
地
デ
ジ
広
報（
北

海
道
文
化
放
送
と
の
連
携
）な

ど
に
よ
る
情
報
発
信
、
町
内
で

の
発
生
に
備
え
た
タ
イ
ム
ラ
イ

ン
な
ど
の
整
備
、
中
小
企
業
経

営
近
代
化
資
金
融
資
制
度
の
融

資
枠
拡
大
、
飲
食
店
応
援
ク
ー

ポ
ン
配
布
な
ど
経
済
対
策
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
指
定
管
理
者
の
指
定

宿
泊
施
設
利
用
助
成
券
の
不
正

利
用
に
つ
い
て
、
関
係
団
体
と

の
最
終
協
議
を
終
え
、
不
正
利

用
に
伴
う
返
還
額
が
７
，
４
８

２
千
円
と
な
り
自
主
返
還
す
る

こ
と
、
元
公
立
芽
室
病
院
外
科

診
療
部
長
の
わ
い
せ
つ
行
為（
盗

撮
）に
つ
い
て
、
年
度
替
わ
り

の
時
期
に
、
社
会
的
・
道
義
的
、

任
命
責
任
を
明
ら
か
に
し
、
併

せ
て
、
新
院
長
に
よ
る
新
た
な

体
制
を
整
え
、
病
院
改
革
の
さ

ら
な
る
推
進
に
向
け
て
意
思
を

新
た
に
す
る
た
め
、
町
長
及
び

副
町
長
の
給
与
を
１
か
月
減
じ

る
自
己
罰
に
つ
い
て
報
告
を
受

け
ま
し
た
。
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次
の
ペ
ー
ジ
は
「
議
会
モ
ニ
タ
ー
の
声
」「
編
集
後
記
」

令和２年３月　延べ26時間25分活動しました！議会白書

審議した議案と各議員の賛否 ３月定例会議

※早苗豊議長は採決には加わりません。

種　
　

類

議　員　名

議　案　名

寺
町　

平
一

審
査
結
果

議　

決　

日

令和２年度町政執行方針及び教育行政執行方針 採決なし

３/3

議 案 令和２年度芽室町一般会計予算

予算決算特別委員会へ審査付託（採決は25日）

議 案 令和２年度芽室町国民健康保険特別会計予算
議 案 令和２年度芽室町後期高齢者医療特別会計予算
議 案 令和２年度芽室町介護保険特別会計予算
議 案 令和２年度芽室町地域開発事業特別会計予算
議 案 令和２年度芽室町簡易水道特別会計予算
議 案 令和２年度芽室町下水道事業会計予算
議 案 令和２年度芽室町上水道事業会計予算
議 案 令和２年度芽室町公立芽室病院事業会計予算
議 案 芽室町雇用促進住宅設置及び管理条例制定の件
議 案 芽室町障がい者用生活体験住宅設置及び管理条例制定の件
議 案 職員定数条例中一部改正の件
議 案 特別職の給与に関する条例中一部改正の件

議 案 芽室町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例中一部
改正の件

議 案 芽室町ふるさと交流センター設置及び管理条例中一部改正の件

報 告 専決処分について報告の件（令和元年度芽室町一般会計補正予算（第
７号）） 採決なし 受　　理

諮 問 人権擁護委員推薦につき意見を求める件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 意見なし
議 案 芽室町農業委員会委員任命につき同意を求める件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 任命同意
議 案 定住自立圏の形成に関する協定書の一部を変更する協定締結の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 芽室町功績と栄誉をたたえる条例中一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 職員の服務の宣誓に関する条例中一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 芽室町町税等の滞納に対する特別措置に関する条例中一部改正の件 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 芽室町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関す
る基準を定める条例中一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 芽室町道路の構造の技術的基準等を定める条例中一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 芽室町公営住宅管理条例中一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 十勝管内自治体病院医薬品等共同購入協議会規約の一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 令和元年度芽室町一般会計補正予算（第８号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 令和元年度芽室町介護保険特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 令和元年度芽室町公共下水道特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 令和元年度芽室町集落排水特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 令和元年度芽室町簡易水道特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 令和元年度芽室町公立芽室病院事業会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

陳 情 新中間処理施設の建設について住民の声を十分に聞くことを求め
る陳情 厚生文教常任委員会へ審査付託（25日撤回許可）

陳 情
「厚生労働省による「地域医療構想」推進のための公立・公的病院
の「再編・統合」に抗議し、地域医療の拡充を求める意見書」の提
出を求める陳情

厚生文教常任委員会へ審査付託（採決は25日）

議長発議 議員研修会派遣の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 決　　定
行政報告 採決なし

3/25

新中間処理施設の建設について住民の声を十分に聞くことを求め
る陳情撤回の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 許　　可

議 案 令和２年度芽室町一般会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 令和２年度芽室町国民健康保険特別会計予算 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 令和２年度芽室町後期高齢者医療特別会計予算 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 令和２年度芽室町介護保険特別会計予算 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 令和２年度芽室町地域開発事業特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 令和２年度芽室町簡易水道特別会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 令和２年度芽室町下水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 令和２年度芽室町上水道事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 令和２年度芽室町公立芽室病院事業会計予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 芽室町雇用促進住宅設置及び管理条例制定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 芽室町障がい者用生活体験住宅設置及び管理条例制定の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 職員定数条例中一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 特別職の給与に関する条例中一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 芽室町会計年度任用職員の給与及び費用弁償に関する条例中一部
改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

議 案 芽室町ふるさと交流センター設置及び管理条例中一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

陳 情
「厚生労働省による「地域医療構想」推進のための公立・公的病院
の「再編・統合」に抗議し、地域医療の拡充を求める意見書」の提
出を求める陳情

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 採　　択

会　議　名
日　　時 休憩

時間
実質
時間

議　　件
傍聴
人数

ネット中継
アクセス数会議時間

本 会 議 ３月定例会議

３月３日
２:08 ２:23 ・R ２年度町政執行方針及び教育行政執行方針�

・R２年度予算　他 ３ (168)
９:30～14:01
３月25日

２:51 １:23 ・R ２年度予算　他 ３ (283)
９:30～13:44

常 任 委 員 会

総 務
経 済 第22回

３月17日
０:15 ２:17

・芽室町家畜ふん尿処理推進計画（案）について
・�中小企業経営近代化資金融資制度における緊急
対策融資の追加について　他

２ 68 
09:30～12:02

厚 生
文 教

第20回
３月３日

０:03 ０:49 ・病院改革プランの改定について ０ (168)
14:20～15:12

第21回

３月６日

１:49 １:09

・�陳情第２号　新中間処理施設の建設について住
民の声を十分に聞くことを求める陳情
・�陳情第３号　「厚生労働省による「地域医療構想」
推進のための公立・公的病院の「再編・統合」に
抗議し、地域医療の拡充を求める意見書」の提
出を求める陳情　他

１ 220 

13:00～15:58

全 員 協 議 会
第14回

３月３日
０:00 ０:01 ・�人権擁護委員推薦につき求められた意見の取り

まとめについて ０ (168)
10:48～10:49

第15回
３月12日

０:00 ０:24 １．令和元年度議会費補正予算案について
２．議会白書作成要領の策定について　他 １ (119)

10:10～10:34

総務経済厚生文教常任委員会
合 同 委 員 会 第９回

３月25日
０:20 ２:14

・�第２期芽室町まち・ひと・しごと創生総合戦略
について
・芽室小学校体育館等改修工事について 

２ (283)
14:00～16:34

議 会 運 営 委 員 会

第25回
３月２日

０:00 ０:24 ・�令和元年芽室町議会定例会３月定例会議の運営
について ０ ６ 

13:30～13:54

第23回
３月５日

０:18 １:27 ・３月定例会議における一般質問について
・議会だより３月号について ０ 12 

９:30～11:15

第26回
３月16日

０:01 ０:27
・�令和元年芽室町議会定例会３月定例会議の運営
について
・「電子採決システム」の導入と運用について

０ 330 
９:30～９:58

第27回
３月25日

０:00 ０:25 ・「電子採決システム」の導入と運用について
・「議場視聴覚システム」の導入と運用について ２ (283)

16:45～17:10

予 算 決 算 特 別 委 員 会

第９回
３月３日

０:00 ０:39 一般会計・４特別会計・１事業会計補正予算 ３ (168)
13:15～15:54

第10回

３月10日
２:33 ４:52 ・R ２年度予算等審査（５特別会計、３事業会計）

　一般会計（ 議会費～民生費） １ 253 
９:30～16:55
３月11日

２:09 ５:56 ・R ２年度予算等審査（衛生費～予備費）
・一般会計歳入全般 １ 333 

９:30～17:35
３月12日

０:00 ０:25 ・R ２年度予算等審査（討論・採決） １ (119)
９:30～９:55

第11回
３月25日

１:26 １:10 ・�令和元年度芽室町各会計補正予算の審査につい
て ３ (283)

11:00～13:36
合　計 40:18 13:53 26:25 計23 平均192

（　）　同一日に複数の会議が中継された場合は各会議の合計アクセス数を表示

※早苗豊議長は採決には加わりません。

種　
　

類

議　員　名

議　案　名

寺
町　

平
一

審
査
結
果

議　

決　

日

報 告 専決処分について報告の件 採決なし 受　　理

3/25

議 案 芽室町役場庁舎整備工事請負変更契約締結の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 特別職の給与に関する条例中一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ × ○ ○ 原案可決
議 案 中小企業経営近代化資金融資に関する条例中一部改正の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 令和元年度芽室町一般会計補正予算（第９号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 令和元年度芽室町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 令和元年度芽室町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 令和元年度芽室町介護保険特別会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 令和元年度芽室町地域開発事業特別会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 令和元年度芽室町簡易水道特別会計補正予算（第３号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 令和元年度芽室町上水道事業会計補正予算（第２号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決
議 案 令和元年度芽室町公立芽室病院事業会計補正予算（第４号） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

会 議 案 地域医療構想の進め方について地域の実情や意向を十分尊重し、
地域医療の拡充を求める意見書提出の件 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

10めむろ議会だより　Ｎo212（2020．4）11 めむろ議会だより　Ｎo212（2020．4）



12友だちになってね!!
＠memuro-gikai2014

芽室町議会の概要を紹介

▲

スマートフォンサイトを見る

スマートフォンサイト
公式 facebook ページ
http://www.facebook.com/memuro.gikai

公式 Twitterアカウント
@memuro_gikai

編
集

後
記

立川美穂

■
終
わ
り
の
み
え
な
い
新
型

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
に
よ
る

自
粛
ム
ー
ド
。
特
に
飲
食
業

界
へ
の
影
響
が
深
刻
で
す
。「
三

つ
の
密
」
に
気
を
つ
け
な
が

ら
、
で
き
る
範
囲
で
買
っ
て

応
援
・
食
べ
て
応
援
を
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
！

議
会
と
の
距
離
が

縮
ま
り
ま
す

町
政
に
関
心
を
持
つ
人
を

増
や
し
て

雨
山　

理
恵
モ
ニ
タ
ー

鈴木　美幸
モニター

　

議
会
モ
ニ
タ
ー
と
し
て
２
回

目
の
会
議
で
は
、
４
つ
の
テ
ー

マ
の
内
１
つ
を
選
択
し
て
テ
ー

マ
に
添
っ
た
意
見
を
交
換
し
ま

し
た
。「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
医
療
と
福
祉
」と
い
う
テ
ー

マ
を
選
び
ま
し
た
が
、
今
ま
で

考
え
も
し
な
か
っ
た
意
見
も
あ

り
大
変
た
め
に
な
り
ま
し
た
。

実
際
そ
の
立
場
に
な
ら
な
い
と

分
か
ら
な
い
事
、
気
が
付
か
な

い
事
が
た
く
さ
ん
あ
り
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
の
意
見
を
聞
く
の
は

と
て
も
有
意
義
で
し
た
。
ま
た
、

要
望
を
出
す
だ
け
で
は
な
く
問

題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
改
善

点
、
解
決
策
を
見
出
す
の
か
と

い
う
自
分
な
り
の
意
見
を
持
つ

こ
と
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
を

考
え
る
良
い
き
っ
か
け
と
な
り
、

改
め
て
芽
室
町
に
つ
い
て
深
く

考
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

議
会

モ
ニ
タ
ー
の
声

渡辺洋一郎

■
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
拡
大
を
防
ぐ
と
と
も
に

子
ど
も
た
ち
の
ケ
ア
、
町
内

企
業
等
へ
の
経
済
的
支
援
も

急
が
れ
て
い
ま
す
。
町
民
の

皆
さ
ん
が
１
日
も
早
く
安
心

し
て
生
活
が
で
き
る
よ
う
議

会
も
取
り
組

ん
で
い
き
ま

す
。

議
員
は
私
た
ち
町
民
の
さ
ま
ざ

ま
な
思
い
を
受
け
大
変
だ
と
思

い
ま
す
が
、
私
た
ち
の
代
表
と

し
て
今
以
上
に
た
く
さ
ん
の
意

見
を
聴
く
機
会
を
持
ち
、
町
政

に
対
し
て
関
心
を
持
つ
人
を
増

や
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
勝
手

な
が
ら
思
っ
て
い
ま
す
。
行
政
・

議
会
・
町
民
が
一
体
と
な
り
、

よ
り
良
い
芽
室
町
と
な
る
こ
と

を
切
に
望
み
ま
す
。

■
北
海
道
は
4
月
20
日
か
ら

10
日
間
「
春
の
火
災
予
防
週

間
」
で
す
。

　

こ
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥

し
て
い
ま
す
の
で
外
で
の
火

の
取
り
扱
い
に
は
充
分
注
意

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

常通直人

　

初
め
て
議
会
モ
ニ
タ
ー
を
さ

せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

最
初
は
、
何
か
し
な
く
て
は

な
ら
な
い
の
か
と
不
安
も
あ
り

ま
し
た
が
、
モ
ニ
タ
ー
会
議
の

時
間
が
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ

る
ほ
ど
充
実
し
た
時
間
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

普
段
か
ら
感
じ
て
る
こ
と
、

思
っ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
る
こ

と
が
で
き
る
場
が
あ
る
こ
と
で

普
段
は
気
に
し
て
い
な
か
っ
た

こ
と
に
も
目
が
止
ま
る
よ
う
に

な
り
、
自
分
と
議
会
と
の
距
離

も
気
持
ち
的
に
縮
ま
っ
て
い
る

気
が
し
ま
す
。

　

言
っ
て
く
る
の
を
待
つ
ば
か

り
で
は
な
く
モ
ニ
タ
ー
を
集
い
、

意
見
で
き
る
場
を
設
け
て
い
る

こ
と
は
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

し
た
。

　

課
題
や
芽
室
町
だ
か
ら
こ
そ

で
き
る
こ
と
等
、
こ
れ
か
ら
も

町
民
と
同
じ
目
線
で
感
じ
、
寄

り
添
う
行
政
で
あ
っ
て
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。

　

ま
だ
一
度
も
傍
聴
で
き
て
い

な
い
の
が
残
念
で
す
が
、
私
た

ち
の
た
め
の
議
会
だ
と
思
う
の

で
注
視
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

議会事務局職員の人事異動

新）上　田　瑞　紀（前 税務課）　
　　境　野　泰　子（前 教育委員会）

旧）西　山　祐　子（住民生活課）　
　 平　田　砂由利（保健福祉課）　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

　

無
作
為
抽
出
に
よ
り
町
民
７

０
０
人
を
対
象
と
し
て「
議
会

の
活
動
全
般
に
関
す
る
認
識
度

を
高
め
る
こ
と
」、「
議
会
に
関

心
を
持
つ
町
民
層
を
増
や
す
こ

と
」を
目
的
に
実
施
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
っ
た
方
に
は
、
４

月
中
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
等
が

郵
送
さ
れ
ま
す
。

　
ご
協
力

�

お
願
い
し
ま
す
　

表紙写真
　わたしたち４人、４月から、
ひだまり保育所の仲間入りをし
ました。
　みんな仲良くしてねぇ～！

（左から）�かとうあかりさん（１才）、とびたひなたさん（１
才）、むらなかひいろさん（１才）、おぎはらと
おわさん（２才）

め
む
ろ
議
会
だ
よ
り

N
o. 2１２

■
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２
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